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授業参観  

７月６日（木）に、１学期終わりの授業参観、学級懇談会、また、夏のプール

開放に向けて、救急救命講習を行いました。 

当日は、ほとんどのご家庭に参加いただき、出席率の高さに「さすが」と思っ

たところです。この保護者の皆様の関心の高さ、熱心さがあってこその、今の大

野小学校なのだと改めて感じたところです。 

さて、いよいよ夏休みに入ります。特に夏休みに入って３日間と終わりの３日

間は子供たちが事故に遭いやすいと言われています。交通事故、水の事故などに

子供たちが遭うことのないよう、見守っていただきますようお願い致します。  

まだまだ暑い日が続きますので、皆様も熱中症には十分お気をつけください。 

 

学校運営協議会 
７月３日（月）に大野小学校で佐敷中校区の学校

運営協議会を行いました。運営協議会の委員さんが

来校され、授業を参観されたり、中学校区での連携

を今後一層深めていくためにどのようにすれば良

いのかなどについて、協議したりしました。 

授業を見られた方々からは、「初めて複式の授業

を参観した。子供たちは、先生がもう一つの学年に

ついているときに、低中高どの学年も、自分たちで

学習を進めている姿が素晴らしかった。」などの感

想をいただきました。 
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 文責 山口 大好き大野 

５，６年生での研究授業の様子から  

１，２年生  ３，４年生  救急救命講習  



継続は力なり 
本校では、毎朝体力づくりのために、「ランランタイム」を実施しています。

７分間、グラウンドを子供たちが走るのですが、先生たちも一緒に走っていま

す。 

ちょっとした朝の活動ではありますが、続けるにはなかなか根気がいります。

そんな中、毎朝続けている子供たちは、体力だけではなく、きついときでも粘り

強く頑張る精神的なエネルギーもついてきているのではないかと思います。  

「継続は力なり」で、小さなことをコツコツと積み重ねることが、確実な力に

なり、これからの社会を生き抜く人を育てるのだと思います。 

 

放課後教室 
 

ちょっといい話 

 朝、児童の登校時間に、

教頭先生が、玄関を開けて

いたときのこと。 

 数名の児童が開いた玄関

から入ってきて、その他の

入り口も開けてくれたそう

です。 

 そのさりげない優しさと

思いやりが、教頭先生はと

ても嬉しかったそうです。 

 子供たちの優しさは、ど

こからくるのでしょうか。 

 きっと、おじいちゃん、

おばあちゃんから代々受け

継がれた優しさなのだと思

います。 

本校は、様々な角度から地域の方々に

お世話になっています。 

学校行事はもとより、朝の読み聞かせ

をしていただいたり、書道の指導をお手

伝いいただいたり、パソコンの指導にも

ご協力いただいています。 

４年生以上はクラブ活動があります

が、３年生はまだありません。そんなと

き、放課後教室として、德尾眞徹様にご

来校いただき、子供たちにパソコンの指

導をしていただいています。 

アルファベットの書かれたキーボー

ドで入力をしながら、子供たちはローマ

字も学ぶことができ、３，４年生から始

まっている外国語活動の手助けとなっ

ています。 

地域で支えられ、人の温かさに見守ら

れて育つ大野小学校の子供たちは、幸せ

者です。  


